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 The authors observed the occurrences  [and daily variations of phosphate and silicate 

from 21 January to 22 December in 1938 in Sakibe Inlet (Sasebo Bay). We found no 

periodicity in curves showing the daily variation of the both salts (Fig. 2-1 & 2-2), they 

being irregular. In addition, the fluctuations were very large, attaining to  2~3 times of 

the normal variavility often observed. These tendencies were observed both in the 
surface and the bottom layer, especially in the bottom layer noticeable. The annual 

variations were also large, the ranges being  0~4.0  g-atoms/L in phosphate and  0~360 

  g-atoms/L in silicate and the averages being 1.3 and 116   g-atoms/L in the surface, 2.1 
and 138   g-atoms/L in the bottom, respectively. Also on the average, the concentration 

in the bottom was more abundant in both salts than in the surface. Generally, the 

concentration was small in cold season and large in the warm. In a year round, the 

time which was very poor in the salts, occured simultaneously in both salts at the both 

ends of January and February, but it did not be found that bloom of the phytoplankton 

was checked for lacking. On the relation to rainfall, it was conspicuous only in the 

heavy exceeding 30 mm per a day. Heavy rain brought a great deal of salts from the 

land, resulting in the remarkable concentration in the surface layer, but the effect was 

extremly superficial and temporary, no change being found in the bottom. In the 

rainfall less than 30 mm, the relation between rainfall and concentration was not found 

in the surface.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採水と定量法

　定点は学部海岸より沖合約50mの距離にあり水深はiOm，潮位差kS　2，・，，，，3mで底質は泥である。採水は北

原式B号採水器により表層（O　m）と底層の二層で，底層の採水では海底に沈積しているヌタが浮きたたぬ

よう注意しつつ海底より50cm．hを採遷した。教室に持ち帰った資料は濾過後，定量を行ったが，発色時間に

は燐酸塩で250c7分，珪酸塩で25。c3り’》40分を

条件とした。採水は毎日行うようにしたが，！年

のうちでユ80日前後しかできなかった（Tab・1）。

採水時間は一定潮位時を選ぶのが本調査の目的か

らは妥当であったが，他の観測も併行しておこな

ったため，毎日午前9時を採水時間とした。行っ

た採水日及び個・マの定量値・降雨量・プラクトン

沈澱量等の観測値については崎辺湾観瀾資料（謄

写印刷で別報の予定）を参照されたい。

両塩類の年間の出現状況

　崎辺湾の年間を通じての両塩類の出現量は一般

海洋のそれと比較して極めて大きい。海洋では大
　　　　　　　　　　　　　2）
体燐酸塩でO　・v　3　ptg－atoms／L，珪酸駐で0・7～

　　　　　　　2）
140μg－atoms／しであるが，崎辺湾での変動は下

記の範囲で大巾に変動する。

Tab．1各月の採水回数

　　　　Numbers　of　the　water－sampling

　　　　in　every　month．
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min．
　　ぷ

平均 max．

燐　酸　塩

珪　酸　塩

表　　層

底　　層

表　　層

底　　層

極微量存在　’》　　L3　　～　　4．0　μg－atoms／L

tt ハノ　　　2．二L　　　～　　　4．0 tl

極微量存在　’》　　l！6　～　　360Pt9一・atoms／L

tl ．v　138　N　300 t／

　これからわかるように両塩類とも最高値が極めて高いから出現範囲は極めて巾広くなり，殊に珪酸塩では

この傾向が顕著である。変動の巾の広いのは内湾の特長であるが，定点が極めて沿岸に近いということがこ

の傾向を一そう顕著なものにした。今，年間の出現量で最高のものの出現傾向を，燐酸塩3・0μg－atoms／L，

珪酸塩200μg－atoms／L以上の高い値で出現するものについて調べると（Tab・2－1），ほとんどが夏期に出現

し，季節変動と関係していることがわかるが，表層ではほとんどすべてが過去3日以内に30mmをこす降水

があり（田中下線をほどこした月日），激しい降水と両塩類の高い出現値との問には明かな関係があること

を知る。然し，底層では降水との関係は認められなかった。

　燐酸塩で0・5μ9一・atoms／L，珪酸塩で50μg－atoms／L以下の低い値で出現するものの状況を調べると

（Tab・2－2），少数の例外を除いて，最低の出現値は冬期に多く，これも季節変動との関係を示している。

更に，冬期の最低状況については，両塩類とも自然状態で砦無の状態になることはなかった。欠乏状態は1

来脚註）

崇＊脚註）

定量は海洋観測指針にのっとって行ったが，発色が充分でなかったので，本文中の条件下で行う

ことにした。

ここで一平均とは日，々出現f直の年間、1宏均で，燐…酸塩表層では184．底層で162，珪酸塩表層で

18S，底層で164　samplesの平均である。
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26－Aug．

Tab．2－1燐酸塩，珪酸塩の年間最高の出現値と出現日。

　　　　　　　（上中下線をほど．こした月日のものは・灘去3日以内に30mnzをこす降水があったことを示す。）

The’　’撃≠窒№?唐煤@Values　of　phosphate

during　the　year．

and　silicate，　and’　their　dates　occurred’
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二L3－Sept．

29－Jan．
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Tab．2－2　燐酸塩，珪酸塩の年聞事：低の出現値と出現日。

　　　　　The　smallest　values　of　phosphate　and　silicate，　and　their

　　　　　during　the　year・

dates　occurred

月末と2月末にあらわれが，両塩類とも時期を同じくして大体表層から底層まで最低の状態を示した。しか

し，この状態は長くは続かず，珪酸塩ではIOPtg一・atoms／L以下の状態が5日以上続かなかったし，燐酸塩

では0．2μ9－atoms／L以下の状態が3日以上は続かなかった。自然状態では両塩類とも完全に利用し尽され

るという事はあり得ないように思われる。このような茸問変動の最高と最低の状態の問にあって，平均的に

は燐酸塩表層1．3，底層2．ユ，珪酸塩表層lz6，底層ユ38μ9－atoms／しの値を得・たが，両塩類とも底層の値が

表層よりも高いという事が一つの特長である。しかし，個々の月では必ずしも底層の方がいつも高かった訳

でなく，珪酸塩では2・9・　IO及び12月では底層の方が少なく，全句的にみても秋から冬にかけては底層の

方がやや少ない回向がうかがえるが表層と較べて大差がある程の違いではなかった。ところが夏期になると

成層状態が著しく，底層の出現量は表層のそれより極めて多く，結果とし．ては年間では底層が表層より大き

いことになった。燐酸塩では様相は大部異り，底層の出現量が表層より少なかったのは2月唯一回で他はい

ずれも底層の方が多かった。底層豊富の現象は塩類の補給が海底から供給されることを示したものと見倣し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のてよいであろう。崎辺湾を塩類の保存量という点で他の内湾と比較すると，笠岡湾とは大体同程度出現して
　　　　　の
おり，松島湾では，塩釜港内の珪酸塩の変動範囲は6・5・v140pa9・一atoms／しで，最高は崎辺湾よりかなり低

く，燐酸塩では最高5．OIL9－atoms／しで崎辺湾よりは高いが，周年的にみるとこの湾の値より低い。その他
　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　6）
の内湾例えば田辺湾・：有明湾のようなものとも比較してみたが，卍巴方法の差異が比較を困難にし，保存量

についての比較は結論が出なかった。

季 節 変 動

両塩類とも冬期低く夏期高い。F；g・1は日々変動値の月別平均を図示したものである。珪酸塩では表層・

底層ともに変動はかなりよく一致し，山が4～8月まで続く。ただ表層では年間の最高値（198μ9－atoms／L）

が4月にあらわれるが，底層では8．月に237μg－atoms／しの山があらわれる。燐酸塩は珪酸塩とやや異な

り，両層で2月以後漸増し8月に最高（表層2・3，底層2・8μg－atoms／L）となるが，秋の下降になると両層
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e一一．M．一．一．，e

．　POdi－P

o　Si

－e　volume　of　the

　　plankton

　　precipitation

で異った傾向を示す。表層では珪酸塩の場合の傾向と大差ないが，底層では9月に一たん低下したのが，

lO’》ユ2月にかけて再び増加し11月には夏期の山に近い値（2・6μ9－atoms／L）までふえ冬期の最低期があらq
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）．
れなかった。これを松島湾における1933，’54年の調軽詰果と比絞ずると，同湾の舞竣猛・珪甲唄はいつれも

夏を中心に高くなる傾向は一一erしているといえる。然し，変動の附目は多少の差異bミあり，増加に移る月，

最高となる月及び変動の型等は異なる。増加にうつる月の差異は，松島湾と崎辺湾の春期D水温差うミ関療し

ているようであるし，又，夏期に高くなる傾向も夏の高水温が関廉しているように思われる。　これについて
　7）8）
奥田は内湾底上の可溶栄養塩類が溶出する速度は，温度に比例して大きくなることを実験約に明かにした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
しかし，他の例をみると必ずしも水温との関係について耳底でなく，笠凋湾では燐襲塩の季節変動は6及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
10月半少なく，春並びに8及びエ2月に多いし，Friday　Harb・rでは珪竣塩で年2回のmax．があり，その

時期は冬期と夏期になっているし，燐酸塩では冬期多く夏期少ない。これらは水温以外のfactorを考えね

ば解央のつかぬ闇題で，燐襲塩は珪駿塩と較べて特に季節三島2）様福は複雑である。

N　　々　　変　　動

　両塩類の日々の量：を両層別に見ると（Fig．2），この変動曲練はかなり複雑な型をみせている。観測資料が

一力年のもので，また日々の観測時間を一定時刻にしているために，潮時による差異や大潮・小：朝による影

響を充分に検討することはできなかったが，底署の両塩類について，年闘の大潮と小潮の日の量を比較した

ものでは，燐駿塩では小潮の時が，珪駿塩では大潮の時がやや大きいようでありた。　しかし，各月ではかか

る差異は極めて不明康で，この現象も一般約なものとはいい難く，　日々変動には周期生や規則陸があるとは

認め難いとするのが妥当のように思われる6
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F；g．2rl 燐酸塩，珪酸塩の日変動（表層）表中の数値は当日の降水
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Fig．2－2燐酸塩，珪酸塩の日変動（底層）

　　　　　　Daily　Variations　of　phosphate
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　日々変動は複雑であるが，変動傾向として二種類あり，小刻みな変動と，前後の値からは想像もできぬ程

大きな値が突然出現する大変動とがある。大変動はその前後の日の出現量の2N3倍にも達し，年間を通じ

て最も高い値を示すのはこの種の変動に属するものが多く，一例を示すと，燐酸塩が表層で2月2日，26日，

3月4日，15日，6月20日，8月30日及びIO月　16　N，底署で3月4日，5日，12日，14日，6月18日，20日，

10月フ日，1珀及び工4日等である。珪駿塩の場合は燐酸塩程三々は出現しない。変動の様相をなおはっきりさ
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Tab．3　日々変動の大きさを示す表（本文参照）

　　　　Magnitude　of　daily　fluctuation．

せるために，Tab．5及びTab．4を準備した。これに使用した資料は！月21日（40月3！日までの間のもの

で，前日と次の日との出現値の差を燐酸塩で0・2，珪酸塩で10μ9－atoms／しの範囲で頻度を求めたのが
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Tab．4　日々変動の安定度を示す表（本文参照）

　　　　Stability　of　dailY　variation．



1958年1月21日 か ら12月22日 までの間約1カ 年にわたり毎日自然状況下 の燐酸塩 ・珪酸塩の出現状況を観

察し,そ の結果変動に関しての様相を把握した。

1.年 間の変動範囲は燐酸塩で4.0μg-atoms/Lを 最 高 とし,最 低で0.2μg-atoms/L以 下,珪 酸塩で



360μg-atoms/L,10μg-atoms/L以 下で,平 均的には燐酸塩1.3(表 層),2.1(底 層)μg-atoms/L,

珪酸塩116(表 層),138(底 層)μg-atoms/Lで 底層の方が量が多い。

2.珪 酸塩では季節変動が認められ,冬 期少なく夏期多い。 燐酸塩でも同じ傾向がうかがわれるが明瞭でな

い。

3.日 々変動で,突 然前後 より著しく高い値が出現することが屡 々あるが,個 々の変動原因については強い

降水の場合を除いて解析不明である。変動は底層において激しく,底 層は表層よりも安定度を欠ぐ。これ

は出現量が底層に多い事と共に自然状態の塩類分布に関する重要な特長である。 変動の様相が複雑である

ことは当然samplingに あたっても慎重でなくてはならない。

4.年 間 を通じて,塩 類欠乏状態は1月 末と2月 末の2回 観察されたが,い ずれも皆無の状態ではなく,こ

の状態も5日 以上は続か った。

5.降 水効果は30mmを 越す場合にのみ表層の塩類濃度を著しく高めるが,あ くまでも一時的且皮層性のも

ので底層まで影響があることはない。従 って降水による塩類供給はあまり期待できない。

6.珪 酸塩の長期変動はPhytoplanktonと 約半年のズレがある。


